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T-3262の 臨 床 的 検 討
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新 しいピ リドンカルボ ン酸系の経 口抗菌剤であ るT-3262を 呼吸器感 染症15例,尿 路感 染症3

例 の計18例 に使用 し,臨 床効果,細 菌 学的効 果,副 作用,臨 床検査値 につ いて検討 した。

T-3262は,経 口剤 として腎機能正常例 では,1日3回 にわけ て使用 した。1日 使用量 は300～

900mg,使 用 日数は4～14日,総 使用量 は2.1～12.69で あ った。本剤使用 による臨床効果 は,著

効1例,有 効15例,や や有効1例,判 定不能1例 で,有 効率 は94.1%で あ った。 細菌学的効 果

は原因 と思われ る細菌を分離 した9例 について検討 し,菌 消失6例,減 少3例 であった。

本剤使用に よる副作用 としては,1例 に嘔気 を認め たのみ で,臨 床検査値 の変動 は認 められ なか

った。
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T-3262は,富 山化 学 工 業(株)で 開 発 され た ピ リ ドン

カ ルボ ン酸 系 の経 口用 抗 菌 剤 で あ り,化 学 構 造 はFig1

の とお りで あ る。

(•})-7-(3-amino-1-pyrrolidinyl)-6-fluoro-1-(2, 4-di-

fluorophenyl)-1, 4-dihydro-4-oxo-1, 8-naphthyridine

-3-carboxylic acid p-toluenesulfonate hydrate

Ci9Hi5F3N403 C7H803S • H20

MW 594. 56

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

本 剤 は, Staphylococcus aureus, Streptococcus

pneumoniae, Enterococcus faecalis な ど の グ ラ ム陽

性菌, Haemophilus influenzae, Branhamella catar-

rhalis, Klebsiella pneumoniae, Escherichia coil,

Proteus mi rabi li s, Enterobacter cloacae, Pseudo-

monas aeruginosa, Pseudomonas cepacia, Xantho-

monas maltophilia, Acinetobacter calcoaceticus な

どの グ ラ ム陰 性菌, Peptostreptococcus sp., Bacteroi-

des fragilis な どの嫌 気性菌 に対 し強い抗菌 力を もつ1)。

我々は,T-3262を 使用す る機会をえたので,そ の臨床

効果,細 菌学的効果,副 作用,臨 床検査値の変動につい

ての成績を報告す る。

I.症 例および方法

昭和61年12月 か ら62年2月 までの3ヵ 月間 にお

いて新 潟大学医学部 付属病院第二内科 で取 り扱 った症例

の うち,呼 吸器感染 症15例,尿 路感染症3例 を対象 と

して,T-3262を 使用 し,そ の効 果 と副作用につ いて検

討 した。患者は男7例,女11例 で,年 齢 は31歳 か ら

78歳 までであった。

T-3262は,腎 機能正常例 で は,経 口剤 として1日

450～900mg(分3)を4～14日 間使用 し,総 使用量 は

2.1～12.6gで あ った。腎不全例1例 に対 しては,1日

300mg(分2)を7日 間使用 した。

効果の判定は,起 炎菌 の明らか な症例 では細菌 の消失

の有無をみた細菌学的効果 と自他覚所 見の改善 度をみた

臨床効果 の2面 か ら実施 した。臨 床効果は,呼 吸器感染

症では発熱,喀 痰 の量,性 状,咳 漱等の臨床所見 とCRP,

白血球数,赤 沈等の検査所見につ いて,尿 路感染症では

排尿痛,残 尿感,頻 尿な どの 自覚所見 とCRP,白 血球

数,赤 沈等の検査所見 につ いて検討 し,著 効,有 効 や

や有効 無効 の4段 階 にわけ て判定 した。 また,起 炎菌

の明 らか な症例 では,そ の菌 に対す るT-3262, norflox-

acin (NFLX), ofloxacin (OFLX), enoxacin (ENX)

のMICを 日本化学療法学会標 準法2)に 従 い測定 した。

副作用 につ いては,特 に発疹 な どの ア レルギー反応,

下痢 などの消化器症状,め まいな どの中枢神経症状 につ

いて注意深 く観察 し,そ の有 無を確かめた。 ま た,T-

3262に よる と思われ る臨床検査値(末 梢赤血球 数,ヘ モ

*〒951新 潟市旭町通 一番 町757



526 CHEMOTHERAPY DEC. 1988



VOL.36 S-9 T-3262の 臨床的検討 527



528 CHEMOTHERAPY
DEC. 1988



VOL. 36 S-9 T-3262の 臨 床的検討 529

グ ロ ビン,ヘ マ トク リ ッ ト,白 血 球 数 白血 球 分 画,血

小 板 数,S-GOT,S-GPT、 ア ル カ リフ ォス フ ァ ター ゼ,

血 清 総 ビ リル ビ ン,BUN,血 清 ク レア チ ニ ン、 血 清

Na,K,C1,尿 蛋 白)の 異 常 の有 無 を,本 剤 使 用 前 後 の

値 を 比 較 す る こ とに よ り確 か め た 。

II.成 績

各 症 例 に つ い て の概 要 はTable1に 示 した。

1)呼 吸 器 感 染 症(1～15)

呼 吸 器感 染症 は急 性 気 管支 炎3例,扁 桃 炎1例,肺 炎

2例,感 染 を伴 っ た気 管 支ぜ ん 息2例,慢 性 気 管 支 炎2

例,気 管 支 拡 張 症4例,び ま ん 性 汎 細 気 管 支 炎(DPB)

1例 の計15例 で検 討 した 。本 剤 に よ る臨 床 効 果 は 、 著

効1例,有 効13例,判 定不 能1例 で あ った 。 起 炎 菌 の

消 長 を検 討 す る と,H.influenzae 4株,B.catarrhalis

2株,S.aureus 1株 は除 菌 され,P.aeruginosa 2株 は

減 少 と不 変 で あ っ た。 この結 果,細 菌 学的 効 果 は菌 消 失

4例,減 少2例 で あ っ た。 他 の症 例 の 起炎 菌 は 不 明 で あ

っ た。

2)尿 路 感 染 症(症 例16～18)

膀 胱 炎3例 の臨 床 効 果 は,有 効2例,や や 有 効1例 で

あ っ た 。細 菌 学 的 効 果 は,Ecoliの2例 は 消 失1例,減

少1例 で,E.faecalisの1例 は 除菌 さ れ た 。

本 剤 使 用 に よ る と 思 わ れ る 副 作用 で は,症 例15の

900mg使 用 例 で,3日 目に嘔 気 が 認 め られ た が,本 剤

中 止 のみ で4日 後 に は 症 状 は 消 失 した 。 本 剤 使 用 前 後 の

臨 床 検 査 値 の変 動 に つ いて はTable2に 示 した が,本 剤

に よ る と思 わ れ る異 常 は 認 め なか っ た 。

症 例6,10,12,13,14,15,16,17,18の 起 炎 菌 と 考 え ら

れ たH.influmzae 3株,B.catarrhalis 2株,S.au-

reus 1株,P.aeruginosa 2株,E.coli 2株,E.faeca-

lis 1株 に 対 す るT-3262,NFLx,OFLX,ENXの

MICは,Table3に 示 す と お り で あ った 。T-3262の

S,aureusに 対 す るMlcは 接 種 菌 量106,108cfu/m1で

0.1μ9/m1(症 例14),E.faecalisに は そ れ ぞ れ0.78,

1 .56μg/m1(症 例18),H.influenzae 3株 に 対 し ては.

0.025μg/ml以 下(症 例6,10,12),B.catarrhalisに

対 して は0.025μg/m1(症 例13),Raeru8inosa2株

に 対 し て は106接 種 で0.1μg/m1以 下,108接 種 で

0.2μ9/m1以 下(症 例12,15),E.coli2株 各 菌 に 対 し

て は い ず れ も0.05μg/m1(症 例16,17)で あ った 。T-

3262の こ れ ら の 起 炎 菌 に 対 す るMICは,NFLX,

OFLX,ENXに 比 し,い ず れ も最 も低 か った 。

III.考 案

新 しい ピ リ ド ソ カ ル ボ ン酸 系 抗菌 剤 のT-3262は,

E.coli,K.pneumoniaeな ど の グラ ム陰 性 菌 に 対 し て

良 好 な抗 菌 力 を示 す と と も に,S.aureus,E.faecalis,
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Streptococcus属 な どの グラム陽性菌お よびP.aerugi-

nosa,P.cepacia,A.calcoaceticus,X.maltophiliaな ど

のブ ドウ糖非発酵 グラム陰性桿菌 には,従 来の ピリ ドソ

カルポソ酸系抗菌剤 よ り良好 な抗菌力を示す といわれて

い る1)。したがって,こ れ ま で本系統 の薬剤がやや弱か

ったS.pneumoniaeの 感染にもよい効果が期待 され る。

これ らの特徴 は今回の検討でも明らか であ る。即 ち,今

回の 症例 の 起炎菌,H.influenzcze,B.catarrhalis,S.

amus,P,aeruginosa,E.coli,E.faecalisに 対 し,T-

3262は 他 の ピ リドンカルポン酸系抗菌剤 より良好 な抗

菌 力を示 していた。 これ らの基本的 な抗菌力の強 さを反

映 して,慢 性気道感染症を含め呼吸器 感 染 症 で は,P.

aeruginosa以 外の起炎菌 は全 て除菌 され て い た。 尿路

感染症 でも,E.coliの1例 は 減少に とどまったが,E.

faecalisの1例,E.coliの1例 は除菌 されていた。

臨床効果 の 検討で も,15例 の呼吸器感染症では1例

の判定不能例を除 くと全例有効 以上の成績が得 られ,尿

路感染症で も糖尿病症例で再発 を繰 り返 している1例 以

外は有効であ った。新薬 シソポジウムにおける本剤 の成

績 でも 呼吸器感染症に対す る 有効率は80.0%,尿 路感

染症に対す る有効 率は92.3%と 良好 であ った。 これら

の結果は,細 菌学的効果 と同様 に本剤 の抗菌力の強さに

基づ くもの と考 えられ る。

副作用 に関す る検討 では,900mg使 用例の1例 で,

嘔気が認め られたのみ であった。本剤 によると思われ る

臨床検査値 の 異 常は 認 め られ なか った。 本系統の 薬剤

は,中 枢神経系の副作用 が問題 となるこ ともあ る3)が,

T-3262の よ うに抗菌力 の強い薬剤は,た とえ組織内濃

度 を低 く保 って も,効 果が期待 され,副 作用防止の うえ

でも有利であ る。

以上 よ り,T-3262は 抗菌力 の強 さを反映 して,呼 吸

器感染症に対 して有効 であ り,今 後難 治性 の慢性気道感

染症 に対 して も十分 に効 果が期待 される。
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CLINICAL STUDY OF T-3262
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T-3262, a new quinolone-carboxylic acid antimicrobial agent, was given to 15 patients with respiratory
and 3 with urinary tract infections. The patients received T-3262 for 4-14 days in a dose of 300-900
mg per day.

Clinical effect was excellent in 1 case, good in 15, fair in 1, and unknown in 1, showing an efficacy
rate of 94.1%.

There were no abnormal laboratory findings related to the drug during treatment. Concerning adverse
reactions, nausea was observed in one case.


